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はじめに
会沢
正志
斎
の
『中庸釈義』
会沢正志斎
は
水戸
藩を代表する
思
想家
であり、
彼の
思 想
はこれまで様な々
検討
がなされてきた。
しかし、
彼の
思 想
を構
築
している経
書解
釈について
直 接
的に
検討
したものは
(1) 
少な
い。
会沢
は
弘道
館初
代教授頭
取に就任するなど、
儒教
経典
に対する
深
い
造詣
を
備え
ていた。
その経
典理
解は
師の
教え
に基 づ
くものであった。
彼は藤
田東
湖の
父、
藤田幽
谷
を 師
とし、
その教
えは
「孝経』
を特に重
視
し、
四書五経を
(2) 
熟 読
玩味
するものであった。
つまり、
会沢
の
思 想
の根
底
に
は彼独自の経
書 理
解が
あり、
彼の
思 想
を考
察
する場合、
彼
の経書解
釈の
検討
が重要になるのである。
しかし、
刊
行された
会沢
の 著
作物の中には経書解釈の書
はない。
会沢
には経書
に関する
著作がない で なく、
彼
は『
読易
日
札
」 『 読
書日札
」 『
典誤
述義』
『
読周
官」
「 劃
詩
義」
『
中庸釈義』
『 孝経考
」
「 読
論日
札
」などの経
書に関す
る 著
作を残
している。
しかし、
それらの
著作は
刊
行されず、
写本としてのみ
存在
し、
個
人の
所蔵
および尊
経
閣文
庫、
無
(3) 
窮会
の神 習
文 庫
などに
所蔵
される程度であり、
閲 覧
も比較
的難しく、
それが
会沢
の経
学が
あまり
検討
されてこなかっ
⑲
た一
因であると考えられる。
しかし、
茨城
県
立 歴
史館
には、
それら
会沢
の経
学に
関する書物が
所蔵
され比較的に容
易
に
閲 覧
できる。
会沢
は
儒教経
典
すべてを根拠とし
思 想
を 展
開
(4) 
するが、
「中庸
」からの引用は比較的
多い。
そこでまずは
『 中
庸釈義」から
検討
を始めることにしたい。
茨城 県
立 歴
史館所蔵
の「
中庸釈義」は、
会沢家
本お
よび
尊経
閣所蔵
のものが写
真版
とされ、
熱田
家
本の
実物が
所蔵
されている。
会沢家
本、
熱田
家
本と
もに字数と行数は同じ
で、
文字の配置もほ
ぼ同
じ
であり、
熱田
家本
にのみ
返
り 点
が 付
されている。
訂正
箇所
が数
力所
あり、
同様に
訂正
され
につい
て
松崎哲之
た 箇
所、
一方だけ
直された
箇所
があり、
さらにいくつかの
付箋
が
貼付
されている。
会沢家
本には
「中庸
大義』
が 付
属
されているが、
それには多くの
訂正
がなされており
『中庸
釈義
」を書き上げるたたき
台
だと考えられる。
また、
会沢
は
小断の
箇所
は、
注文の上に
朱
で 細
書をし、
大段
の
箇所
は注文の下に
朱書
し、
大義が転
換
する
箇所
は、
さらにその下に大書
したとする。
大義が転
換
する
箇所
を
章
と見なすと、
「論
道之大要
」「論
中庸
之義
」「論
道之
両端
以
明 択
中之方」
「論
礼之所
由起
」「論
政之所
以立
」「論
脩道
之
要在
誠身、
礼与政之
所
以行」
「論
脩
道之事、
以見政由礼
而
立」
「論
孔子
脩
道」
「
通論
本篇之帰
趣
」の九
章を立てる。
そ
して、
小断は
63箇
所
、
大 断
は
章とほ
ぼ
同じ
で、
わずかに増
(5) 
えて13
箇所
となっている。
会沢
はこのように独自に
「中庸
」を
章立てし、
自らの
思
想を
展開
する。
幽 谷
の教
えは、
先ず経文に就いて熟
読玩味
し、
その後に伝注に就いて
疑
義を質したとされるが、
『中
庸」
の解釈も
師
の教
えに基
づ
く。
会沢
の四
書の
読解
に
は
「 読
論日
札』
に参考となる記述がある。
論語
注 家
は極めて多く、
朱
注を以て
最と為すも、
然れ
さかのぼ
ども亦た漠
儒
の 訓
詰に
訴
りて以て古義を
求
めざるを得
ざる者有り、
後 儒
の説
と相い参考せざるを得ざる者有
り。
要は当に本文に就きて熟
読玩味
し 或
いは他の経伝
と相い参じ
て、
経を以て経を
証し、
互いに相い
発明し
以て聖賢
の 深
意の
所
在を暁
かにすべし。
而し
て諸 家
の
注解
の
如きも、
亦た当に取りて以て
粗ぼ
其の
通ぜざる
所に
通ずべきのみ。
故に
今 専
ら 朱
注に拠りて、
疑義
有
(6) 
れば
則
ち之を
録し以て
識
者の之を
訂
するを
待
っ
0
[ 「 読
論日
札」
序 ]
「論
語」
解釈は、
まず経文本文を熟
読玩味
し、
他の経
伝
を参 照
しつつ考
察
し、
注 釈
は
朱寮
の
集註
を基本とし、
漢 儒
や 他の 儒
者 達
の説
を参考としながら、
経文
の 深
意を探るも
のであった。
『中庸
」解釈も
これとほ
ぼ
同じ
方法による。
「中庸
』
本文
からの解釈を
基本とし、
他の経伝、
特に
『 易
経 』
『書経」
「孟子
」
「論
語』、
および
朱窯
の
集註
、鄭
玄．孔
穎達
の注疏、
伊藤
仁斎
等を
参 照
しつつ解釈するス
タイ
ルを
とる。
また、
彼が参
照
した経伝には
「孟子
j
以外、
独自の
専著
があり、
その上で
「中庸
』
に解釈を施すのである。
会沢
はこのよう
な方法で
『中庸
」に
解釈を施す
。
彼は
『中 庸
」解釈にあたって、
序に
安、
嘗て
此の
書を
読み
、
全
篇の文
理串貫
し前後
照
応す
るを見る。
謂えらく、
本書を読
み当に全
篇を
通 観
して
(7) 
意義の在る
所
を
求む
るべし、
と。
(80) 
と、
『中庸
」全
篇を
通じ
て 通 貫
する意義を見出し、
それを
中心に解釈を
展開
する。
そこで、
まずは、
彼が見出したと
する意義を
明らかにし、
「中庸
』
解釈に込められた
彼の思
想を
検討
することにしよう。
-．
脩道
の書
としての
『 中
庸』
『論
語」
解
釈の基本
に
朱煮
の注を
据
えたように、
会沢
の
学問
の出
発点は
朱
子 学
であり、
彼の思
考の根
底
には四書が
置かれていた。
「中庸
』冒
頭
「天命之
謂性
、率
性之
謂道、
(8) 
脩道
之謂
教[
-1]」
は、
その中でも
最重要のフ
レー
ズで
あり、
この旬をいかに彼が解釈していたのかは、
彼の
思 想
追 求
に重要な意
味
を 持
つ。
まずはそこから
確
認しよう。
子思
蓋し道の本
を 明
らかにせんと
欲
するが、
故に先に
しめ
性を
言い、
以て道の天より出
づ
るを見し、
次いで道を
言い、
以て
性
の必ず道を
待
ちて
而
る後に
率うべきを見
し、
終
りに教
を言い、
以て道の必ず教
を
待ち
て
而
る後
に 脩
むるを得るを見す。
……
重ん
ずる所
は道に在るを
見るべし。
然
れども道有るも
脩
めざれば
、則
ち
道は得
て行うべからず。
故に教
の功、
最も多しと為す。
而し
て中庸
一篇は道を
脩
むるの事を論
ずるに非ざる無きは、
(9) 
蓋し 此
れを以てなり。
[1
]
会沢
は
「中庸
」の
最重要
概
念を道ととらえた。
子思
はそ
の重要
性
を示すため
先
に性
を述べ、
性が
万物
の根
源
である
天に基
づ
くとして、
道の
盤
石性
を示したとする。
しかし、
人は道を
修
めなく
ては
実行できない。
そのため
『中庸
』は
、
人に道を
修
めさせるための教
えが全
篇を
通じ
て論
じら
れて
いるとするのである。
ちなみに
性に
ついても「
性有
るも教
無ければ
、則
ち道は
脩
むべからず。
故に本篇は道を
脩
むる
を以て要と為す
[ 37
]」
と述べ、
やはり、
道は教
えがなけれ
ば修
得できないとして、
「中庸
』
の要諦
は道を
修
める教
え
にこそあるとするのである。
また、「
誠者天之道也
[二
+35ご
と ぁ
るよぅ
に ヽ
天が命
じた
性に
率った行動である道は、
誠とされる。
会沢
は「
性
は天の命ずる
所に
して、
誠は自
然に
して
性に
率い、
天道と
合す。
故に天の道と日
うなり
[ 35
]」
と述べ、
誠はおのずと
性に
率い天道に合するとした。
経 に
は「
誠者不
勉而
中、
不
思而
得
、従
容中道。
聖人也『
一 十
35
]
」とされ、
誠は
努力も
思考
も必要とせず、
ありのままに生きて
道に従
うことであ
り、
また、「生
而知之
•
安而
行之
[二十
30ご
といぅ
生得的
に知
り行い得るものであった。
すると、
誠である天 の
実
現に
教
は不要となってしまう。
が、
それが可能なものは
聖
人のみであり、
会沢
もまた「生まれながら知
る、
安ん
じて
(81) 
行うは
固
より
聖人の事なり
[ 30
]」
と述べ、
教が
不要な人
物は
聖人のみだとし、
誠・天道は以下のように根本
として
掲げ
られたに
過
ぎないとす
る。
（ 先 儒
は）
子思の意の重ん
ずる
所
は人道
を 脩
むるに
在
るが、
故に之を
誠にするを以て
貴し
と為して、
所謂
天
しめ
(10)
道は
、
以て道の本
づ
く所
を見すのみなるを知
らず。
[ 35
] 
人は教
えに
導かれ
誠になるのであり、
「中庸
」で重
視
さ
れる
所
は、
誠になるための「人の道
」を
修
めることと
理
解
された。
そのため、
「中庸
」で
最も重
視
すべきフ
レー
ズは
「 誠
之者人之道也」であった。そのため、
経文「是
故君子
誠之為
貴
U一
五 41
]」は
朱寮
に 従
えば
「 是
の故に君子は
誠を
之れ責しと為す
」と
読
むが、
彼は「君子は之を
誠にするを
貴
しと為す」と
読
む。
「 誠
は天
の道
」にして、
聖人は其の道を既に
脩む
。
而
して中庸
の書は、
則
ち「道を
脩
むる」の
教を
論じ
、
人
を以て人の道を
脩
めしめ、
学
者を以て「
聖人の道」
脩め
しむ。
故に「
貴ぶ
」
所は
「
之を
誠
にする
」に在り。
(11) 
「之を
誠に
すれ」ば
、則
ち以て
誠と為るべし。
[ 41
]
誠は天の道、
聖人の道であり、
それは教
えの
到達点
であ
った。
「中庸
」はその
到達点
にまで人々を
導くための教
本
であり、
聖人を目指す君子は「之を
誠にする
」「人の道
」
を 貴
ぶと
し、
そのため経
文を
「君子は之を
誠にするを
貴
し
と為す」
と
読む
のである。
さらにその前文「
誠者自成也
[二
五 41
]」
も、
朱寮
に
従え
ば
「 誠
はおのずから成る」
と 読
むが、
彼は
釈義で「
性
に 率
うは己
に 在
り[ 41
]」
とし、「
誠はみず
から成す」と
読み
、
教
えに
導かれ、
さらに自らの
努力で、
誠を自
分自身が
完
成させるものと
捉え
る。
「中
庸』
は
誠に
至るまでの教
え、
方法が全
篇を
通じ
て記されているとして、
解釈をすすめるのである。
さらに、
教
えの
軸
とされた経
が「
誠者非
自成己
而已
也。
所以
成物也。
成己
仁也。
成物知
也。
性之
徳也。
合外内之道
也『
一 五
42
]」
である。
それは
会沢
が 章
立てた
『 中
庸』各節
の 端
的な
説
明でこの句を多用することから窺われるが、
何
故こ 経
が 軸
となるのか、
その
釈義から
確認
しよう。
まず、
「 己
を成す
」は、
即ち「其の
性
を 尽
くす」
ことなり。
「物
(12) 
を成す
」は、
即ち「人
・物の
性
を尽
くす」
こと
なり。
[ 42
] 
と、
この節を経
文「
唯
天下至
誠、
為能
尽其
性。
能 尽
其性
、
則能
尽人
之性
。能
尽人
之
性、
則能
尽物
之性
[二二
38ご
に 絡
めて
説
く。
その
釈義には、
「其
の性
を
尽
くす」とは、
天命
の性
に
率いて、
能＜
其
(82) 
の 形
を 践
むなり。
人・物
の性
を
尽
くすは、「忠恕
」の
極 致
にして、
既に己
の 性
を 尽
くし、
人・物をして亦た
其の
性を
尽く
すを得し
い
。[
38]
と説
かれる。
すると「
己
を成す」とは、
自ら
が性
に
率った
行動を
実 践
することであり、「物
を成す
」とは、
自らに
備
わっ
た性を
尽く
して、
その後に
他
物の
性を
尽
くさせること
である。
さらに42
節で詳
細に
説
く。
「 誠
は自ら成す」
に、
特だ内の
己
を成して
止
むるに非ず、
亦た推して以
て物に及ぼ
し、
然
る後に其の
誠たるを見
るなり。
……
内に 己
を成し、
外に物を成し、
以て
性の
徳を全
くす、
性に
順う
所
以なり。
故に
誠は外内を合す
(14) 
るの道なり。
……聖人の教
は、
外内を合するの道なり。
[ 42
] 
誠はまず、
自らが道を
修
得し、
それを
他者にも
及ぼ
して、
他者にも道を
修得
させ、
万人
が
道を
実行して、
はじ
めて
性
の徳が
完全
となり、
誠が
完
成するとされた。
会沢
にとって
聖人の教
えは、
まずは「
己
を成し
」、そ
して「人・物を成
し」
、最
終
的に「外内を合し」
て、
誠へと
導くものであった。
会沢
は『
中
庸』
一
篇を、「
己
を成す、
物を成す、
外内を
合
する」という
各段
階
のことが記され、
最終
的にすべての人
が、
天から命ぜられた
性に
率う道を
修
得し、
誠になるまで
の教
えが記される書として全
篇を解釈するのである。
二．
己を成し
、
物を成し、
外内を合す
では、
次に「己
を成し、
物を成し、
外内を合する」こと
の詳
細
を 検
討し
よう。
会沢
は経文「
知所
以
脩身
、
則知
所以
治人
。
知所
以
治人
、
則知
所以
治天
下
国 家
癸
u-
+31
]
」の
釈
義で「身を
脩
めて以て
天下
国 家
を 治
むるに至るは、
外内を
合して天下
国 家
を 治
むるを以て極
致
と為す
[ 31
]」
と述べ、
「外内を合する
」は、
身を
修
め天下
国 家
を 治
めることであり、
それを
修
道の目的とした。
そしてそれに至るより具体的な
過程
が経文「在下位不
獲乎
上、
民
不可得
而治癸
。獲
乎上
有
道。
……
信乎
朋友
有道。
…… 順
乎
親有道。
……誠 身有道。
不 明
乎善
、
不 誠 乎
身[二十
34ご
であり、
まず、
善に
明らか
となって、
身を
誠にし、
親に
従順になって、
朋友
に信
用さ
れ、
上に獲
られ、
天下
国 家
を 治
めるというものであった。
善を
明らかにし、
善
に 明
らかとなることを政
治
の根本と
し、
その手段
が「
誠之者、
択善而固
執之u
- +
35
]」
「 博
学
之、
審問
之
、
慎思之、
明 辮
之、
篤行
之ロ
一十 36
]
」とされた。
35節
の
釈義に
次のように
説か
れる。
本文の謂う所
の「
善を
択ぶ
」とは、
則
ち其の要は「
学
問思
辮
」に在り。
……荀
も能く「
学問思
辮」
し以て「
善
(83) 
に 明
らかに」なりて、「父子・君
臣・
夫婦
・ 昆
弟 ・ 朋
友の
交
」より、「
郊社諦嘗
」
「九経」
等に
至るまで、
講
究習
熟し、
以て
実事に施すべくして、
而る
後に時に臨
(15) 
みて「
篤
く之を行う」
、是
れ
所謂「道を
脩む
る」
者なり。
[ 35
] 
つまり天下
国 家
を 治
める根本は「
学問思
辮
」し、
善を
択
ぶこ
とであ
った。
「父子・君
臣・
夫婦
・ 昆
弟 ・
朋友
の交
り」
「 郊
社諦嘗
」
「九経」
等
について、
何が
善
で何が
善
では
ないのか、
学問思
辮し
て的
確
に 択
び 明
らかにして、
さらに
それを「
篤
く行う」ことが、
誠となる第
一歩
と
された。
さ
らに36
節の
釈義で
次のよう
説く
。
五者は之を
誠にするの方
なり。
「 学
問
思 辮
」は、「
善
を
択ぶ
」の目、
而
して「
学び
て知
る」
の事なり。
「 篤
く
行う
」は、
即ち「
固
く之を執る
」者にして、「
安
行 利
勉」
を 兼 ね
て之を謂う。
知以
て 善
を 明
らかにし、
仁以て身
を 誠
にするなり。
……
学問思
辮の
四者は
善
を 明
らか
にするの方にして、
中庸
を
択ぶ
所以
、学
び
て之を知
る
ことなり。
要は必ず之を行事に施す。
然
れども其の
或
いは
倫薄
なれば
、則
ち
期月
を 守
る能わず。
故に行うに
(16) 
は其の
篤
きを要とするなり。
[ 36
]
ここでも
学問思
辮
し
善を
択び
知り
、
明らかにした
善
を行
動に
移さ
なければ
ならない
と説
く。
「 己
を成す、
物を成す、
外内を合する
」のすべての
段階
に、
現実に行動を起こすこ
とを
強
く 求
めたのである。
さらに、
その行動を継
続し、
択
んだ
善
をひたすら
繰
り
返し
、
当 然
のことにして、
はじ
めて
「 勉
めずして中り、
思わずして得、
従容
として道に中る
」
という
誠の状
態
になれるとする。
経文
「人
一能之己
百之
。
……果
能
此道
失、
雖
愚必
明、
雖柔
必
強ご
―+36
]
」の
釈義で
次のよう
に説
く。
是れ
之を
誠にする
所
以の事なり。
「 博
審慎明
篤」
、其
の功を百倍
すれば
、愚
と
雖も
其の
択ぶ所
の
善は
必ず
明らかに、
柔と
雖
も其の
固
く執る
所
は必ず
強
なり。
而し
て能＜
其の仁知
の徳を成す者は
、
其の
勇
を以て
(17) 
なり。
故に能＜
百倍
の功を
致
すなり。
[ 36
]
愚人
でも「
博審慎明
」に「
学問思
辮
」し、
その功を百倍
にすれば
善
を 明
らかにでき、
柔弱
な人でも
篤
く 善
を行い、
さらにその功を百倍
にすれば
、
身を
誠にできるとする。
こ
うして
学問思
辮
行して身を
誠にすることが、
己を
成すこと
であり、
天下
国 家
を 治
める基本
に置かれたのである。
ところで、
以上の
釈義で「君
臣・父子・夫婦
・ 昆
弟 ・ 朋
友の
交わり
」、そ
して「知
・仁・
勇
」が
掲
げられたが、
こ
れは「天下之
達
道五。
所以
行之者三。
日君
臣也、
父子也、
(84) 
夫婦
也、
昆弟也
、
朋友
之交也
。
五者天下之
達
道也
。
知・
仁・
勇三
者、
天下之
達
徳也。
所以
行之
者一
也0
- +
29]
」で
示される「天下の
達
道」
と「天下の
達徳
」である。
会沢
は
これら五つの
達
道と
三つの
達
徳も
「中庸
」解釈の根
底
に 据
える。
これに対する
会沢
の解釈
が以下の
通りである。
「 達
道」
とは上文
の「身を
脩
むるには道を以てす」の
道なり。
「 達
徳」とは「道を
脩
むるには仁を以てす」
の徳なり。
……五者は「人の道
」にして、
三者は「
性
の徳
」
なり。
「性
の徳
」
を以て「人の道
」
を行うは
、「
性
に 率
う」
と為す
所
以なり。
人の性
は
皆な
同じ
。故
に其
の徳と道とは、
以て古
今に
通じ
、天
下に達
すべし。
而
して其の之を行う
所以
の者は、
則ち
亦た
一
致す
るなり。
蓋し知
は 則
ち五道を知
り、
仁は則
ち五道を行い、
勇は
則ち
能＜
之を果
たすことなり。
其の徳は三と
雖も
、
其
(18) 
の 致
るは
則ち一
なり。
[ 29
]
知・
仁・
勇は
性
の徳であり、
また、
君 臣
・父
子・夫婦
・
昆弟
・
朋友
の交わりが
、
達道
であり
、
人の道
であった
。
「天の命ずる
之を
性
と 謂
う。
性に
従う
之を道と
謂う
」「之を
誠にするは人の道なり
」とは、
天から与えられた知
・仁・
勇の
性
の徳に
率って、
人の道である五つの
達
道を行い、
誠
となることと解釈された。
すなわち、「
己
を成し、
物を成し、
外内を合する」とは、
まずは、
自らの知
の徳で
善を
択び
、
仁の徳で
善
を 守
り行い、
勇の
徳でその
善
を
完成
させ、
自ら道を
修
め、
そして
統治
者
として
民に
臨み、
自ら
修
得した
善
を 民
にも及ぼ
し道を
修
め
させ、
天下
国 家
を 治
めることであっ
た。
三．
礼と政
以上のように、
会沢
は
学問
の目的を政
治と
した。
そのた
め「後人、
此
の篇を以て
徒らに心法と為して
止
むるは誤り
なり
[ 7
]」二
身を
脩
めて
止
むるに非ず
[26
]」な
ど、
この
意 味
のことば
を執 拗
に 繰
り 返
し、
形而
上
学に
偏
った
学問
や
自己
修養
のみの
学問
をきっ
く 戒
め、
「中庸
」解釈にあたっ
ても
理気
論
に 触
れることは全
くない。
それは、
学問
は現実
の政
治
に 活
用する
実
学で
あり、
空論
に 陥
ることを
嫌
ったか
らである。
弘道
館教
育では、
治教
一 致
を 標
榜し
ていたが、
『中庸
」解釈で
もその方
針が
貫か
れ、
教
えと政は道の
修
得
と 実
行が目的とされた。
教育は常に現実の政
治
が意
識
され、
道を現実に
反映
すべく行動を
求
めた。
そのため
抽象
化
され
た道を
学問思
辮
するのではなく、
現実に
機
能する
具体的な
かたちある が必要とされた
。
それが礼であっ
た。
序に
「夫
れ道は礼を
待
ちて
存し
、
礼は道を
待
ちて行われ、
固よ
(85) 
り相い
離るるを得ず
」とし、
道
は礼があってはじ
めて明ら
かとなり、
礼も
道
を
備え
てはじ
めて
機能
し、
道
と礼は
一体
のものとした。
礼という規
範
に 従
うことで
道
は 実
現
化で
き
るとするのである
会沢
にとって
道
を 修
めるこ
とは礼を
修
めることであり、
「中庸
』
は 修
礼のための教
えの書ともい
えたのである。
さらに、
聖人、
礼を
制
して以て
民
に中を教
う。
而し
て夫
子も亦
た人に教
うるに以て礼を立つるは、
人人をして
党舜
文
(19) 
武の
道
を行わしむる
所
以なり
0
[ 序 ]
と、
聖人である
亮舜
文
武は
礼を
制
定し、
民
に礼を教育する
ことで、
天下の大本
である中を教
え、
孔
子もまた礼を教育
する 人
々に
聖人の
道
を教
えたとされる。
道
は礼を
介
在として
実現
されるとするのである。
すなわち、「外内を
合す」とは、
民
を教育し
て礼に
従
った行動をさせることで
もあり、「君
臣
・父子・夫
婦
・ 昆
弟 ・
朋友
の交わり」
の
達
道を
礼によって
実現
させることでもあった。
政 治
はこのような
道
を 備
えた礼を現実に施行することで
あり、
会沢
は
『中 庸
」解釈を
通してそれを
強
く
求め
た。
彼
にとって
『中 庸
」は政
治
の教
本で
もあったのである。
彼が
生きた社会
は、
水戸
藩
沿岸
に外
国 船
が
度々出現
し、
社会
が
不 安
定 化
しつつある時代であった。
その
混
乱の
原
因から
統
治に
いたる筋道
も『
中
庸』
から
説
明する。
まずは
混
乱の
原
因であるが、
経文「
索隠
行 怪 [
+12
]
」で
次のように
説く
。
「 道
は人に遠からず」
故に
離るべからず、
猶お
其れ
飲
食せ
ざる莫きがごとし。
而し
て 愚
民の
奇を
好む
も、
亦
た 猶
お其の
異 味
を
嗜む
がごとし。
恒
に 五 穀
を 食
する 、
五 穀
の 美
為るを知
らず。
「 小
人の
忌憚
する無き」者は、
隠僻
の言・
詭激
の行を為し、
以て之を
眩惑
す。
則ち
群
小従
いて之を
祖述す。
乃ち
老・
荘・
楊・
墨の
若きは、
しば
ら
姑く
論
を 亡 ぼ
し、
身 毒
西 洋
の 徒
の若きに至りては、
即
ち 邪
説跛行
し、
世
の 大 壼
と為ること
最も
甚
しきなり。
(20) 
而し
て其の
本は皆
な「
索隠
行
怪」
の
四字に
坐
せり
0
86
[ 12
] 
経文
に「
道
は人に遠からず」とあるように、
道は
日常の
行動の中にある。
しかし、
小
人が
道
から
乖離した高尚な物
事を述べ人々を
惑わ
し、
聖人の
道
が
実 践
されなくなってし
まった。
それが
今の現
状だとする。
ここで
甚
だしい
小
人と
された者が、
孔子
の
時代では
老荘楊墨
の 徒
であり、
会沢
の
時代では、
仏
教徒および西
洋
諸 国
であった。
そのような時代状況の中、
礼で
道
を 実
現し
社会
の
安定
化
を図るには、
経文に
「君子之
道、
造端
乎夫
婦[
+二
15
]」
「君子之
道
、辟
如行遠必行自
通
[
+五
20]
」とあるように身
近な所
から始める必要があるとされた。
会沢
は述べる。
「外内を合す」
るは則
ち「
両端を執り」
、
中庸
を為す
所
以なり。
然
るに必ず「
端を
夫婦
に
造し
」て、
而
る後に
「天地
に 察
らかなる」なり。
故に「
通
き」より「遠き」
(21) 
に 及
ぼし
、「内」
より「外」に
及ぼ
すなり。
[ 20
]
礼を
実現
する
順序は、
愚不
肖の
夫婦
でも
理解
・
実 践
可能
なものから始め、
そして、
徐
々に遠くのものに
及ぼ
すとさ
れる。
政 治
もまずは、
身近にある道から
実現
させるべきで
あった。
それが「詩
曰
、
妻子好
合、
如 鼓
忍琴
… …
父 母其
順
癸乎
[
+五
20
]」
の
章で示される、
家
を斉えることであり、
さらにその根本が父母に対する孝行であった。
そして、
そ
の孝行を
実現
する
最も重要なア
イテ
ムが「
鬼神
」とされた。
鬼神
を
介在にして、
まずは
家
で 誠
を
実現
すべきだとするの
である。
「 鬼
神之為徳、
其 盛
癸乎
[
+六
21]
」で述べる。
蓋し
鬼神
の徳は、
誠の
一字、
以て之を
尽
くすべし。
鬼
神は
形
声に仮
る無く、
一意もて物を体すれば
、誠
のみ。
而し
て神に事うる者は、
矯
飾を容るる
所
無ければ
、亦
(22) 
た 誠
のみ
。
両誠間無く
、
其の応ずるは
響
くが
如し。
[ 21
] 
鬼神
は 誠
、
神に
奉仕
する人も
誠であり、
二つの
誠が感応
する様は、
響
くようだとして、
その結
果
を 次
のよう
に説
く。
神能く人をして斉
明 盛
服して
祭祀
を 承
けしめ、
人能＜
神をして
洋洋
として在るが
如くせしめ、
両つ
ながら
擦
うを得べからず。
至 誠
相い感ずるのみ。
夫れ
誠の物に
感ずるや、
其の
妙、
此の
如し。
而
して親に
順にして
家
を斉え、
邁
きより遠きに
及ぼ
すも、
亦た
皆
な其れ
誠の
(23) 
相い感ずるに由るなり。
[ 21
]
会沢
の説
く 鬼
神とは
祖霊である。
祖霊に対して人は身を
潔斎
して、
恭敬な
態度で
祭祀
に臨む。
そうしてはじ
めて
祖
霊が
降臨
し、
人の
左右
上下に
存
在するかのようになる。
そ
のような
祖霊に対する人の行動にこそ
誠が
実現
するのであ
り、
家で
祖 先
祭祀
を
実施し、
家族
が
祖霊を意
識し
、
恭敬な
態度を
学ぶ
ことによって
家
で 誠
が
実現化
され、
親に
順にな
り、
家
が斉うとするのである。
そして、
聖人の
祖 先
祭祀
の整備
が示された経
が「
武
王 末
受命、
周
公成文
武
之徳、
追王大王・王
季、
上 祀
先公、
以天
子之礼。
斯之
礼也、
達諸
侯大
夫、
及士庶
人[ +
八 24
]」
とさ
れる。
そこで
次のように
説く
。
此れ
其の「親に
順なる」の心を
挙げ
て、
諸を人に加う
ることなり。
「忠恕
」は之れ推して、
諸を己
に施して
願う
所は
、
亦た諸を人に施す。
以て
斯
の礼を
制し
、
人
をして
己
の依る
所
の中庸
に依るを得しむ。
外内を合す
(87) 
るの道を為す所以なり。
而して其の本は則ち親に順な
(24) 
るのみ。
[24]
親に対する孝
心は万人
が備えており、
聖人
は自らの孝心
を 実 現 す べ
く礼を整え、
そ れ を 人 々 に も 実 施 さ せ 、
孝心を
実 現 さ せ た 。 こ の よ う に
万人が抱く思いを礼によって実現
す る こ と が 、
外内を合する道、
すなわち政治であり、
そ の
根本は祖
先祭祀の
儀礼を実現することとされた。各家で身
近な祖霊
に対する儀礼をさせることで、
人々の孝心を育み、
敬意ある行動をさせ、
それを遠い国家にまで及ぼし国を治
め よ う と し た の で あ る 。
さらに、
会沢
は国家
統治も祭祀で
人 々 の 「 誠
」を
感応さ
せることが基本にあるとする。それを
続く経「
明乎郊社之
礼・諦嘗
之義、
治国其如示諸掌乎
[+
九25]
」で説明する。
凡そ人物の生ずるは、
体を父祖より、
気を
天地より受
けざ
るは莫く、
生民の気体は、
即ち天地
・父
祖の気体
な れ ば 、
其の相い感ずる所以の者は固より自然の符な
り 。 故 に 人 情 は
天地・父祖に於いて、
敬畏追念せざ
る
は莫し。而
して王者の「帝に事え
」「先を祀る」に、
既に其の誠敬を尽くし、
推して之を人に達して、
亦た
皆な其
の敬畏追念の心
を伸ばすを得し
む。衆心
一斉に、
あっ
同しく天地・鬼神に事え、
億兆の精誠の幸
むる
所、
以
て神を感
ぜしむる
に足り
、
神・人、
和合し、
亦た以て
億兆の心
を服せし
むる
に足る。
[25]
人は体を祖先、
気を天地
より受けており、
自らの根本は
天地と祖先
だとされていた。人は皆それらに対して
敬畏追
念の思いを抱ており、
その思いを実行することで人と神が
感応し
誠
が あ ら わ れ る と す る 。 こ れ も 王 者 が 上 帝 お よ び 先
祖に対する
儀礼を整え、
神々を祭り、
この儀礼を人に及ぼ
すことで、
人 々 が
抱く敬畏追念の心
を 実 現 さ せ る と す る 。
人々が祖先や上帝に対して礼に従った同一の行動をするよう に な れ ば 、
人と神は和合し誠が実現し、
天下はこれによ
って治まるとするのである。特に人々が尊信する神を王者が祭ること、
それが治国のための最も
重要
な
礼とされた。
王者、
民心の
敬畏追念す
る 所 の 主 と 為 り て 、
以 て
万民
に臨めば、
民、
王者を視ること、
天の如く、
後 王 を 視
ること先王の如し。治教を之
れ 施 せ ば 、
歓欣して命を
聴かざ
るは莫し。是れ国
を治
む
ることの易易とする所
以 な り 。
「 帝 に
事え
」「 先 を
祀る
」は
、
礼の最も重き所
(26) 
な り
。[25]
民が思慕する神の祭祀を王者が司り、
人々に臨めば、
民
は王者を天の如く見て、
王者の命令を民は
スムー
ズに
実行
に移し、
容易に国は治まるとし、
政治におけ
る祭祀の重
要
(88) 
性を
説
くのである。
このよ
うに
会沢
は、
道が礼に
備わ
るとし、
礼を行わせる
ことで、
人々に道を
修
めさせ、
天下
国 家
を 治
めようとした。
これが、
物を成し、
外内を合することであり、
その基本は
人々に
祖 先
祭祀
を行わせ、
君 主
が天地
に対する
祭
礼を行う
ことにあった。
会沢
はそれらの
祭祀
を基本
とする政
治
の 実
現を
求め
たのであった。
以上、
会沢正志斎
の
「中庸釈義
」
を 検
討し
てきた。
会沢
は「
中庸」
の 主
旨を修
道のための教
えとし、
己を
成し、
物
を成し、
外内を合して
誠になる
聖人
の教
えが全
篇を
通じ
て
記されているとした。
学問
の目的は
誠に
なることとされ、
それには、
まず、
知
の徳で
学問思
辮
し 善
を 明
らかにし、
そ
の 善
を仁の徳で
篤く
行い、
勇
の徳で
善
を
完成
し、
自ら道を
修め
る。
さらに、
民に
臨み、
道を礼という規
範に
して
民に
示し、
礼に従
い行動させることで
万
人に道を
修
得させる。
こうして
誠が
実現
するとされた。
『中庸」
は、
自 己
修養
を基本とする政
治
の教
本で
あり、
会沢
は
学
者に政
治
的 実 践
を 強
く
求め
た。
そのため
学問
の追
究対
象で
ある
善
は父子・君
臣
などの人間関係
に関する礼、
おわりに
郊社諦嘗
など神々との交流に関する礼についてであり、
そ
れは人々の行動の規
範
となるものであった。
また、
その
善
の根 源
も「
格物
致知」
のような
思弁に
求
めず、
誰
もが素
朴
に 抱
く 祖
霊とした。
誰
もが経
験す
る近
親者の死に対する行
動を規定し、
親の死、
ひいては自らの死に解釈を与えるこ
とで、
人々
の死に対する不
安
を 和
らげる。
そして、
祖 先 祭
祀に
よって
祖霊に対する行動を
一
致さ
せ、
その行動を生者
に応用しよう した。
さらに、
国の神々を王者が
祀
ること
によって、
人々
にも
国 家
の神々を敬信
させ、
神々に対する
敬意・行動を基
礎
にした
国
家統治
を目指したのである。
このような
「中庸」
理解
を
学問
の基
礎と
し、
会沢
は自ら
を 律
し、
教育・政
治に
臨んだのであった。
そして彼の行動
を重
視
する思
想は
、
幕末
の動乱にあって、
世の
中を動かす
原動
力となったのである。
今 回
は
紙幅
の都合で
検討
できなかったが、
会沢
の日本近
(27) 
世思
想史
上の
位置づ
けについては
今後の
課
題としたい。
注(1)
会沢
の経
学
につ
いての
論文
は、
間嶋潤
一
「会沢正志斎
『読
周官」
におけ
る大宰に
つい
て
」
（『
香川大
学国文研究」
十号、
一九
八五）、
同
「会沢正志斎
の周
礼
学に関する覚
書ー
「代天
(89) 
エ」
の意義と
『周礼
l」(
『鈴木惇
一
教授退
官記念論文集
」、
教
育出
版社、
一九
八六）
があり
、
また
同氏
には
「会沢
正志斎
「読周官
l
訳注
稿(
-)
＼
（九）
」
（「
香川大学国文研究」
十八
＼二六
・
三六
号、
一九
九三
＼二0
01
·
ニ0
1
―
)がある
。
参照。
(2)
藤田幽谷
の教え
は、
瀬谷
義彦
『會澤正志齋」
（文教書院、
一
九四二）
第二章
「停記的考察」
参照。
また
、
同書に
は会沢
の
「及門遺範」
の訓読が
附される。
あわせ
て参
照した。
(3)
東京大
学に
は無
窮会本
の複
製が所
蔵される。
(4)
拙論
「会
沢正志斎
の祭
天思想」
および
「会沢正
志斎
の祖
先
祭祀
の
思想」
（『
人間科学
常盤大学人間科学部紀要
j
第三0
巻
第一
号・第
二号
、
二0
ニ―
．二
0-
三
）
で会沢
の思
想を検
討
したが、
会沢
の経
書解釈
の検
討が不
足して
いた
。
参照。
(5)
拙論
「會
澤正志齋
「中腐繹義」
訳注稲
（一）
」
（「人
間科学
常磐大学人間科学部紀要」
第三
二巻
第一
号
、
二0
一四
）で
、
「中庸釈義」
の章
立てを
提示した。
参照。
(6)
論語注家極
多。
以朱
注為最、
然亦有不得不訴漢儒訓詰
以求
古義者、
有不得不
与後儒説相参考者、
要当就本文熟読玩味、
或与他経伝相参、
以経證経、
互相発明以眺聖
賢深意所在、
而
如諸家注解、
亦当取以粗通其所不通耳
。
故今伝拠朱注有疑義
則録之
以待識者訂
之。
(7)
安嘗読此書、
見全篇文理
串貫前後照応。
謂読本
書当通観全
篇而求意義所在。
なお、
『中庸釈義」
は茨
城県立歴史
館所蔵
の
会沢家
本に
よる
。
『中庸釈義」
中の
「中庸」
からの
引用は訓
読
文中
に要点に
のみ
カギ
括弧
「」
で示した
。
(8)
四角括弧
[]
内の
、
漢数字
に
つい
ては
「中庸章句」
の章を
指し
、
算用数字
は前掲
「會
澤正志齋
『中庸繹義」
訳注稿
(-）
」
に示した
「中庸釈義」
の節を
指す。
以下同じ。
(9)
子思蓋欲
明道之本
。
故先言性、
以見道之出於天
、
次言道、
以見性之必待
道而
後可率、
終言教、
以見道之必待
教而後
得脩゜
……
可見所重在道也。
然有道而不脩、
則道不
可得而行焉。
故
教之
功最為多。
而中庸
一
篇無
非論脩道
之事
者、
蓋以
此也。
(10)
殊不知子思之意
、
所重在
脩人道。
故以誠之為
責、
而所謂天
道者、
以見道之
所本耳゜
(11)
誠者天之道、
聖人
者其道
既脩癸。
而中庸之書、
則論脩道之
教、
以人
脩人之道、
以学 脩聖
人之道。
故所責在誠之。
誠之
則可以為
誠癸゜
(12)
成己
即需其性。
成物即尽人物之性也。
(13)
尽其性者、
率天命之性
、
而能践其形也。
尽人物之
性者、
忠
恕之極
致、
既尽己性、
使人物亦得尽其性。
(14)
誠者自成、
非特内成
己而止、
亦推以及物、
然後見其為誠
也。
……内
成己、
外成物、
以全性之徳
、
所以
率性也。
故誠者合外
内之道。
……聖
人之教、
合外内之道也。
(15)
本文所謂択善者、
則其要在学問思辮
。
……荀
能学問思辮以
明善、
自父子君
臣夫婦昆弟朋友之交
、
至郊
社諦嘗九経等、
講
究習熟、
可以
施於実事、
而後臨時篤
行之、
是所謂脩道者。
(16)
五者誠之之方。
学問思辮、
択善之
目、
而学知之事。
篤行者、
即固執之者
、
兼安行利
勉而言之
。
知以
明善、
仁以誠
身也。
(90) 
……学
問思辮四者
明善之方、
而所以択
於中庸、
学而知之。
要
必施之行
事。
然其或楡薄、
則不能期月守。
故行要其
篤也。
(17)
是所以誠之之事
。
博審惧明篤、
百倍其功、
雖愚
而其所択善
必明、
雖柔而其所固執必強。
而能成其仁知之
徳者、
以其
勇゜
故能
致百倍之功也。
(18)
達道者上
文脩身
以道之道。
達徳者脩道
以仁之徳
。
……五者
人之道、
而参者性之徳。
以性之徳
、
行人之道、
所以為
率性。
人性皆同、
故其徳与道、
可以
通古今達天下。
而其所
以行之者
、
則亦
一
致也。
蓋知則知五道、
仁則行五道、
勇則能果之。
其徳
雖参、
其致則
一癸
゜
(19)
聖人
制礼、
以教民
中。
而夫
子亦教人
以立於礼
、
所以使人人
行発舜文武
之道也。
(20)
道不遠人、
故不可離、
猶其莫
不飲食。
而愚
民好奇、
亦猶其
嗜異味、
恒食五
穀、
而不知五
穀之為美。
小人無忌憚
者、
為隠
僻之
言詭激之行
、
以眩惑之。
則翠小従而祖述之。
乃若老荘楊
墨、
姑亡論。
至於若
身毒西洋之徒、
則邪説跛行、
為世大嚢最
甚゜
而其本皆坐
於索隠行怪
四字也。
(21)
合外内則執両端、
所以
為中庸。
然必造端夫婦、
而後察
天地。
故自邁及遠、
自内及外。
(22)
蓋鬼神之徳、
誠之
一字
、
可以尽之。
鬼神無仮於形声、
一意
体物、
誠而巳゜
而事神者、
無所容矯飾、
亦誠
而已。
両誠無間
、
其応如
聾゜
(
23
)神
能使人斉明盛
服承祭祀、
人能使神洋洋如在、
両不
可得掠、
至誠相
感而已。
夫誠之感物、
其妙如此癸
゜
而順親斉家、
自通
及遠、
亦皆由其誠
之相感也。
(24)
此挙其順親之
心、
而加諸人。
忠恕之推
、
施諸己
而所
願、
亦
施諸人。
以制斯礼、
使人得
依己
所依之中
庸。
所以
為合外内之
道也。
而其本則順乎
親而巳゜
(25)
凡人物之生、
莫不受体於父祖、
気於天地、
生民之気
体、
即
天地
父祖之
気体、
其所以相
感者、
固自然之符也。
故人情於天
地父
祖、
莫不敬畏追念焉。
而王者
之事帝祀先既
尽其誠敬、
推
而達之人、
使亦得皆伸其敬畏
追念之心焉。
衆心
一斉
、
同事天
地鬼神、
億兆精誠之
所幸、
足以
感神、
神人和合、
亦足以服
億
兆之心。
(26)
王者
為民心
所敬畏追念
之主、
而以臨
万民、
民視王
者如天、
視後
王如先
王、
治教之施、
莫不歓欣聴命、
是治国之
所以易易
也。
事帝祀先、
礼之所最重゜
(27)
高山大毅氏
は
「遅れ
てきた
「古学」
者ー
会沢正志斉
の位置
|」
（「
季刊日本思想史」
第79号
、
二0
ニ―
)
で、
会沢
の学問
を仁斎学
・
祖練学
の融
合と捉え
る。
また
、
近年
の日
本近
世の
「中庸」
に関す
る論文集
に
市来津由彦
・中
村春
作・
田尻祐
一
郎・
前田
勉編
「東アジ
ア海域叢書
5
江戸時代
の中
庸注釈」
（汲
古書院、
二0
―
二）
がある
。
（常槃大学）
(91) 
